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はじめに

このたび執筆の機会をいただき、私が看護師とし
て歩んできたこれまでを改めて振り返ってみました。
私は、2000年に社会医療法人蘇西厚生会松波総
合病院（以下、松波総合病院）に入職し、病棟看護
師として配属され、「外科・内科・HCU」で経験を積み、
急性期医療の現場で多くのことを学びました。常に
生命の危機と隣り合わせの患者さまに対し、迅速か
つ的確な判断と対応を求められる観察力、チーム医
療の重要性を学び、看護師としての基礎を築くことが
できたと思います。一方で私は、コミュニケーション
や人間関係の構築が苦手で、患者さまや職員との関
わりは必要最低限にしていたように思います。
このような私が2013年、松波総合病院介護老人
保健施設（以下、松波老健）に異動することになり、
看護に対する考え方は大きく変化しました。

施設紹介

私が勤務している松波老健は、岐阜県南部に位置
し、1988年８月に開設されました。地域医療支援病
院、地域災害拠点病院に指定され、三次救急医療機
関として運営している地域完結型医療の拠点である
松波総合病院に併設し、入所定員146名の超強化型
施設と、定員40名の通所リハビリがあります。
当施設では医師、看護職、介護職、リハビリ専門
職、支援相談員、介護支援専門員、管理栄養士、
歯科衛生士、事務職が協働し、施設の理念「『私らし
く生きる』を共に支える」のもと、ご利用者一人ひと
りの状態に応じた個別支援を行っています。また、
地域の医療機関や介護サービスと連携を図りながら
包括的なケアを継続的に提供できるよう日々努力して

います。

病院と老健の大きな違い

病院は集中的な医療の提供により、早期の回復と
退院をめざすことが最大の特徴で、特に急性期病棟
は症状も不安定なため医療とケアが必要な「治療の
場」です。一方、老健施設は急性期のような即時的
対応だけではなく、ご利用者の生活そのものに寄り
添う視点が求められます。老健施設で勤務するよう
になり病気だけをみるのではなく、生活背景を理解
しながら一人ひとりの価値観に合わせた「生活の場」
としての考えをもつことの大切さを実感しました。
ご利用者の笑顔や穏やかな表情に触れるたび「そ
の人らしい生活を支える」という看護の本質について
考えることができました。また、「病気やケガの治療」
を目的とした医療保険と「日常生活の支援」を目的と
した介護保険の違いも学びました。老健施設では「限
られたなかで無理なく、安定したケアを継続的に提
供する」ことが常に求められることを知り、日々新た
な学びや考え方を得ています。病棟勤務時代に比べ、
ご利用者や多職種との関わりが増えたことで「人との
関わりの大切さ」や「やりがい」を感じることができ、
苦手であるコミュニケーションに少し自信がつき、私
の大きな糧となっています。

能登半島地震の災害支援に参加して

2024年１月に発生した能登半島地震では、その支
援のため松波老健は「全老健災害相互支援プロジェ
クト（DMSP）プロジェクトＢ」に２月と５月に参加し
ました。私は２月に介護職とリハビリ専門職の３名で
参加し、３名全員が介護チームとして従事しました。
総合スポーツセンター内に1.5次避難所が開設され、
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